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1. 2022年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期中間期 41,997 13.7 13,715 34.2 8,970 33.3

2021年3月期中間期 36,952 △13.2 10,221 △34.7 6,728 △38.8

（注）包括利益 2022年3月期中間期　　11,973百万円 （△7.0％） 2021年3月期中間期　　12,877百万円 （73.2％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後1株当たり中間純

利益
円 銭 円 銭

2022年3月期中間期 133.18 133.05

2021年3月期中間期 99.41 99.30

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期中間期 5,772,601 254,319 4.4

2021年3月期 5,664,467 245,699 4.3

（参考）自己資本 2022年3月期中間期 252,509百万円 2021年3月期 243,940百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 35.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 75,600 △4.2 18,200 △10.9 11,500 △15.4 171.14

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P．８「２．中間連結財務諸表及び主な注記　（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期中間期 70,300,000 株 2021年3月期 70,300,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期中間期 3,267,084 株 2021年3月期 2,677,847 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2022年3月期中間期 67,356,431 株 2021年3月期中間期 67,685,598 株

（個別業績の概要）

1. 2022年3月期第2四半期（中間期）の個別業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期中間期 37,741 15.3 13,048 28.7 8,569 27.7

2021年3月期中間期 32,731 △15.6 10,141 △33.5 6,712 △37.5

1株当たり中間純利益
円 銭

2022年3月期中間期 127.22

2021年3月期中間期 99.17

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期中間期 5,759,961 235,436 4.1

2021年3月期 5,649,472 226,278 4.0

（参考）自己資本 2022年3月期中間期 235,335百万円 2021年3月期 226,177百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 2022年3月期の個別業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,400 △5.2 17,400 △9.3 11,000 △14.2 163.70

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該当するため、第２四半期会計期間に

　ついては、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における連結経営成績につきましては、連結経常収益は、貸出金利息や役務

取引等収益、株式等売却益が増加したことなどから、前年同期比50億45百万円増加の419億97百万

円となりました。

連結経常費用につきましては、与信コストや株式等売却損が減少したものの、国債等債券売却損

が増加したことなどから、前年同期比15億52百万円増加の282億82百万円となりました。

以上などにより、連結経常利益は、前年同期比34億94百万円増加の137億15百万円、親会社株主

に帰属する中間純利益は、前年同期比22億42百万円増加の89億70百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産が前連結会計年度末比

1,081億円増加の5兆7,726億円、純資産が前連結会計年度末比86億円増加の2,543億円となりまし

た。

貸出金につきましては、中小企業向け貸出が増加したことなどから、前連結会計年度末比884億

円増加の3兆3,596億円となりました。

預金・譲渡性預金につきましては、前連結会計年度末比471億円増加の4兆5,039億円となりまし

た。

（３）目標とする経営指標

当行グループでは、「第６次中期経営計画」（計画期間：2021年４月から2024年３月までの３

年間）において、以下の経営指標を目標としております。

目標とする経営指標 2021年中間期実績 2024年３月期計画
（最終年度）

顧客向けサービス業務利益＜単体＞ 62億円 100億円以上

本業ＯＨＲ＜単体＞ 70.9％ 75％以下

親会社株主に帰属する当期純利益＜連結＞ 89億円 125億円以上

ＲＯＥ＜連結＞ 7.2％ 5％以上

※顧客向けサービス業務利益＜単体＞

　＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

※本業ＯＨＲ＜単体＞

　＝営業経費÷（貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益）

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、今後の経済・金融情勢等により有価証券関係損益や与

信関連費用等が変動する可能性があるため、2021年５月14日に公表しました業績予想から変更して

おりません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当中間連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

現金預け金 1,216,774 1,394,274

買入金銭債権 38 0

商品有価証券 54 54

有価証券 1,077,055 917,463

貸出金 3,271,208 3,359,670

外国為替 2,540 4,364

その他資産 51,243 50,519

有形固定資産 34,277 34,468

無形固定資産 2,966 3,370

退職給付に係る資産 25,714 25,883

繰延税金資産 580 579

支払承諾見返 8,619 8,443

貸倒引当金 △26,607 △26,492

資産の部合計 5,664,467 5,772,601

負債の部

預金 4,413,441 4,461,471

譲渡性預金 43,324 42,469

債券貸借取引受入担保金 184,714 153,774

借用金 709,314 780,382

外国為替 272 232

その他負債 50,235 60,830

退職給付に係る負債 29 30

睡眠預金払戻損失引当金 626 550

偶発損失引当金 389 394

繰延税金負債 7,801 9,700

支払承諾 8,619 8,443

負債の部合計 5,418,767 5,518,281

純資産の部

資本金 80,096 80,096

資本剰余金 2,835 2,832

利益剰余金 141,773 148,248

自己株式 △4,505 △5,359

株主資本合計 220,200 225,817

その他有価証券評価差額金 14,848 18,713

繰延ヘッジ損益 29 2

退職給付に係る調整累計額 8,862 7,975

その他の包括利益累計額合計 23,740 26,691

新株予約権 100 101

非支配株主持分 1,658 1,708

純資産の部合計 245,699 254,319

負債及び純資産の部合計 5,664,467 5,772,601
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

経常収益 36,952 41,997

資金運用収益 21,517 23,183

(うち貸出金利息) 16,603 17,100

(うち有価証券利息配当金) 4,714 5,596

役務取引等収益 7,485 8,411

その他業務収益 5,732 6,101

その他経常収益 2,217 4,301

経常費用 26,730 28,282

資金調達費用 737 309

(うち預金利息) 187 73

役務取引等費用 2,477 2,604

その他業務費用 2,614 6,567

営業経費 17,211 16,201

その他経常費用 3,689 2,598

経常利益 10,221 13,715

特別利益 184 0

固定資産処分益 184 0

特別損失 135 85

固定資産処分損 29 82

減損損失 105 3

税金等調整前中間純利益 10,271 13,629

法人税、住民税及び事業税 3,216 4,055

法人税等調整額 346 543

法人税等合計 3,562 4,599

中間純利益 6,708 9,029

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に
帰属する中間純損失（△）

△20 59

親会社株主に帰属する中間純利益 6,728 8,970
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

中間純利益 6,708 9,029

その他の包括利益 6,168 2,943

その他有価証券評価差額金 6,687 3,857

繰延ヘッジ損益 △50 △27

退職給付に係る調整額 △467 △887

中間包括利益 12,877 11,973

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 12,881 11,922

非支配株主に係る中間包括利益 △4 51
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

　前中間連結会計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 80,096 3,074 130,571 △3,983 209,759

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,388 △2,388

親会社株主に帰属

する中間純利益
6,728 6,728

自己株式の取得 △1,002 △1,002

自己株式の処分 △4 292 287

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △4 4,339 △709 3,625

当中間期末残高 80,096 3,069 134,911 △4,693 213,384

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 6,299 △7 1,510 7,802 130 2,564 220,256

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,388

親会社株主に帰属

する中間純利益
6,728

自己株式の取得 △1,002

自己株式の処分 287

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

6,671 △50 △467 6,152 △41 △6 6,105

当中間期変動額合計 6,671 △50 △467 6,152 △41 △6 9,730

当中間期末残高 12,970 △58 1,042 13,954 89 2,558 229,987
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　当中間連結会計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 80,096 2,835 141,773 △4,505 220,200

会計方針の変更による

累積的影響額
△127 △127

会計方針の変更を反映

した当期首残高
80,096 2,835 141,646 △4,505 220,072

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,369 △2,369

親会社株主に帰属

する中間純利益
8,970 8,970

自己株式の取得 △1,001 △1,001

自己株式の処分 △3 148 144

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △3 6,601 △853 5,744

当中間期末残高 80,096 2,832 148,248 △5,359 225,817

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 14,848 29 8,862 23,740 100 1,658 245,699

会計方針の変更による

累積的影響額
△127

会計方針の変更を反映

した当期首残高
14,848 29 8,862 23,740 100 1,658 245,572

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,369

親会社株主に帰属

する中間純利益
8,970

自己株式の取得 △1,001

自己株式の処分 144

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

3,865 △27 △887 2,951 0 50 3,002

当中間期変動額合計 3,865 △27 △887 2,951 0 50 8,747

当中間期末残高 18,713 2 7,975 26,691 101 1,708 254,319
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１．収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配

が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識

することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、当中間連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の

累積的影響額を、当中間連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会

計方針を適用しております。

この結果、当中間連結会計期間の損益及び利益剰余金期首残高に与える影響は軽微でありま

す。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下、「時価算定

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び

「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過

的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用する

こととしております。

なお、当中間連結会計期間において、中間連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りに用いた仮定）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りに用いた仮定については、前連結

会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した内容から重要な変更はあり

ません。
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３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当中間会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

現金預け金 1,216,553 1,394,224

買入金銭債権 38 0

商品有価証券 54 54

有価証券 1,081,759 922,138

貸出金 3,283,511 3,372,926

外国為替 2,540 4,364

その他資産 30,689 29,812

その他の資産 30,689 29,812

有形固定資産 33,869 34,104

無形固定資産 2,688 3,108

前払年金費用 12,980 14,424

支払承諾見返 8,619 8,443

貸倒引当金 △23,833 △23,641

資産の部合計 5,649,472 5,759,961

負債の部

預金 4,423,216 4,472,377

譲渡性預金 53,324 52,469

債券貸借取引受入担保金 184,714 153,774

借用金 709,314 780,382

外国為替 272 232

その他負債 39,124 50,026

未払法人税等 4,107 3,892

リース債務 610 585

資産除去債務 772 776

その他の負債 33,633 44,772

睡眠預金払戻損失引当金 626 550

偶発損失引当金 389 394

繰延税金負債 3,589 5,869

再評価に係る繰延税金負債 3 3

支払承諾 8,619 8,443

負債の部合計 5,423,194 5,524,525
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当中間会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

資本金 80,096 80,096

資本剰余金 1,283 1,280

資本準備金 259 259

その他資本剰余金 1,023 1,021

利益剰余金 134,732 140,932

利益準備金 7,033 7,506

その他利益剰余金 127,699 133,425

繰越利益剰余金 127,699 133,425

自己株式 △4,409 △5,263

株主資本合計 211,703 217,046

その他有価証券評価差額金 14,437 18,278

繰延ヘッジ損益 29 2

土地再評価差額金 7 7

評価・換算差額等合計 14,474 18,288

新株予約権 100 101

純資産の部合計 226,278 235,436

負債及び純資産の部合計 5,649,472 5,759,961

　



（株）紀陽銀行（8370） 2022年３月期 第２四半期決算短信

11

（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当中間会計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

経常収益 32,731 37,741

資金運用収益 21,532 23,200

(うち貸出金利息) 16,614 17,115

(うち有価証券利息配当金) 4,718 5,599

役務取引等収益 6,287 7,275

その他業務収益 3,007 3,166

その他経常収益 1,903 4,098

経常費用 22,589 24,693

資金調達費用 737 309

(うち預金利息) 187 73

役務取引等費用 2,772 2,968

その他業務費用 270 4,133

営業経費 16,050 15,175

その他経常費用 2,759 2,106

経常利益 10,141 13,048

特別利益 177 0

特別損失 135 85

税引前中間純利益 10,183 12,962

法人税、住民税及び事業税 3,073 3,912

法人税等調整額 397 480

法人税等合計 3,471 4,393

中間純利益 6,712 8,569
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（３）中間株主資本等変動計算書

　前中間会計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 80,096 259 1,027 1,286 6,555 117,743 124,298

当中間期変動額

剰余金の配当 477 △2,866 △2,388

中間純利益 6,712 6,712

自己株式の取得

自己株式の処分 △3 △3

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △3 △3 477 3,845 4,323

当中間期末残高 80,096 259 1,024 1,283 7,033 121,589 128,622

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △3,885 201,797 6,093 △7 7 6,092 130 208,020

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,388 △2,388

中間純利益 6,712 6,712

自己株式の取得 △1,002 △1,002 △1,002

自己株式の処分 291 287 287

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

6,570 △50 ― 6,519 △41 6,478

当中間期変動額合計 △710 3,609 6,570 △50 ― 6,519 △41 10,088

当中間期末残高 △4,596 205,406 12,664 △58 7 12,612 89 218,108
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　当中間会計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 80,096 259 1,023 1,283 7,033 127,699 134,732

当中間期変動額

剰余金の配当 473 △2,842 △2,369

中間純利益 8,569 8,569

自己株式の取得

自己株式の処分 △2 △2

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △2 △2 473 5,726 6,200

当中間期末残高 80,096 259 1,021 1,280 7,506 133,425 140,932

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △4,409 211,703 14,437 29 7 14,474 100 226,278

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,369 △2,369

中間純利益 8,569 8,569

自己株式の取得 △1,001 △1,001 △1,001

自己株式の処分 147 144 144

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

3,841 △27 ― 3,814 0 3,815

当中間期変動額合計 △854 5,343 3,841 △27 ― 3,814 0 9,158

当中間期末残高 △5,263 217,046 18,278 2 7 18,288 101 235,436

　


